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1 日、臨時国会で新首相に極右・石破茂が選出される。石破は「アジア版 NATO」の創設、「核共有」の推進、

米国への自衛隊基地設置を主張し、中国侵略戦争へ突撃する戦時内閣を組織しようとしている。11.3 全国労働者
総決起集会に 6000 人の隊列を結集させ、首都・東京を反戦の怒りの渦に叩き込み、石破を直ちに打倒しよう。 

 

米日の帝国主義は一体となって中国侵略戦争に突き進んでいる。21 日に米国で開催された日米豪印 4 か国
(QUAD)会合では、中国を包囲する海洋軍事行動の強化が確認された。これに先立ち米海軍が 18 日に発表した

「航海計画 2024」では「2027 年までに中国との戦争になる可能性に備える」とし、米海軍トップは「我々はよ

り準備を整える」と、中国との全面戦争を一切回避しないことを露骨に宣言した。 
こうした中、中国広東省深圳市で日本人学校に通う男児の刺殺事件が起き、事件の真相も判明しないうちに激

しい「反中国」の排外主義的キャンペーンが繰り広げられている。さらに 25 日には、海上自衛隊の護衛艦「さ

ざなみ」が南中国海での多国間演習に向かう途中、自衛隊発足以来初めて台湾海峡を通過するという驚くべき挑
発を行った。日帝はあらゆる戦後的制約を取り払い、中国侵略戦争の主体として公然と登場している。 

今日の世界戦争の根本原因は、没落を深めた基軸帝国主義米帝が、中国スターリン主義を打倒する戦争を決断

したことにある。それは必然的に第三次世界大戦・核戦争にまで行き着き、人類を存亡の危機に陥れるものだ。
帝国主義の排外主義宣伝を打ち破り、中国侵略戦争阻止の大反戦闘争を巻き起こさなければならない。 

 

パレスチナ人民の民族解放をかけた 10 .7 蜂起から間もなく 1 年。アメリカ帝国主義から大量の虐殺兵器を供
与され、全帝国主義によって一切の軍事行動を擁護されてきたイスラエルは、昨年 10 月以来、少なくとも４万

人を虐殺、今もなお全パレスチナ人を対象としたジェノサイドを継続し、ついにレバノンにも戦火を拡大した。

だが、パレスチナ人民と連帯しイスラエルの大虐殺を弾劾する闘いは、米国内をはじめ全世界で爆発し、イス
ラエルを支える帝国主義とその世界支配そのものを根底から撃つ実力闘争として発展している。日本において

も、実力の反戦行動を叩きつけるときだ。学生は 10.7 パレスチナ連帯闘争の先頭に立ち闘おう。 

立憲民主党は 23 日、元首相野田を代表に選出した。野田は釣魚島  （尖閣諸島）国有化を宣言して中国との対
立を激化させ、安倍政権につながる戦争政治への道を掃き清めた人物だ。こんな野党第一党とそのもとに群がる

野党共闘が、現実には石破政権の翼賛勢力にしかならず、労働者人民にとって「選択肢」になどならないことは

明白だ。戦争を止めるのは「野党共闘」「政権交代」などではなく、労働者 ・学生の団結した闘い、デモ、ストラ
イキ、実力闘争だ。11.3 労働者集会に全国から総結集し、6000 人の反戦大デモを首都東京に登場させよう！ 

京大 5 学生への不当処分許すな䎶 
9 月 25 日、京大当局は、全学連副委員⾧亀井君、前書記⾧⾧江君ら 5 名の学生にたいして停学 1,2 か月の懲

戒処分を行った。一昨年の「総⾧室突入」における「学生の煽動」「業務の妨害」が理由にされている。だが、

京大はテルアビブ大との学術交流協定を始めとしたイスラエルとの「学術協力」でもって虐殺に全面加担し、昨

年はシオニストの学内講演を擁護して、抗議した学生に公安警察を仕向けて逮捕しようとした極悪の戦争協力大
学だ。戦争と虐殺に加担する大学への抗議は全く正当であり、この処分こそ最大の反戦潰し＝戦争協力だ。絶対

に撤回させよう。本日昼休み、同学会再建準備会の呼び掛ける処分粉砕総決起集会(クスノキ前)に結集しよう。



 

 

 

安保粉砕・全基地撤去！ 
全学連、横須賀基地で機動隊と激突 

改憲・戦争阻止！大行進神奈川は 9

月 22 日、「米日の中国侵略戦争・核戦

争阻止！ 安保粉砕・基地撤去！」を

掲げて横須賀闘争を闘い、米海軍横須

賀基地ゲート前を実力で占拠し、8.6

広島闘争に続く大勝利をかちとった。

この日、京急横須賀中央駅前に 350

人が結集し、中国侵略戦争絶対阻止の

決意にあふれる集会を打ち抜き、米海

軍横須賀基地へ向け戦闘的デモを貫

徹した。 

学生は戦争反対・自国政府打倒のデモに立とう！ 

・舞鶴を出撃基地にするな！9.29 舞鶴行動 

 9 月 29 日(日) 14 時 東舞鶴駅・駅南公園 

・パレスチナ連帯！京大の虐殺加担許すな！10.7 京大集会 

 10 月 7 日(月) 12 時 京大吉田キャンパスクスノキ前 

・パレスチナ蜂起１カ年 10.7 中之島反戦デモ 

 10 月 7 日(月) 18 時 30 分 中之島公園駅前広場 

・10.19 京都反戦デモ 

 10 月 19 日(土) 13 時 三条大橋西側河川敷 

・10.21 国際反戦デー 梅田デモ 

 10 月 21 日(月) 18 時 30 分 豊崎西公園 

・全国労働者総決起集会・改憲阻止！一万人大行進 

 11 月 3 日(日) 12 時 日比谷野外音楽堂 

 その後ただちに、米海軍横須賀基地への申し入れを行うために基地ゲートに進撃した。ゲート

までは約 300m。神奈川県警機動隊は「解散しろ！」とわめき、不当にも阻止線を張り行く手を阻

む。戦時下では、請願行動という当然の権利さえも非合法化し反戦の声を圧殺しようというのだ。

だが、米海軍横須賀基地は、中国侵略戦争を担う最大級の部隊＝第７艦隊の本拠地である。ここ横

須賀から、沖縄を戦場にして中国人民との殺し合いをさせ、核戦争を引き起こすことなど断じて許

さない！ 大行進の一団は「一歩も引かない」という 8.6 広島闘争の精神で、労働者も学生も一丸

となって機動隊と激突し阻止線を突破し、グングン進む。全学連と青年は最先頭で阻止線をこじ開

け駆け抜ける。「止まれ！」と叫び右往左往し後退を重ねる機動隊。大行進の一団は阻止線を何度

も突破し、ゲートから 20m の所まで迫り、その一帯を埋め尽くした。 そして大行進神奈川が「基

地を撤去せよ、中国侵略戦争の準備をやめろ」と申し入れ文を読み上げ、「労働者国際連帯そして

労働者と兵士の団結で中国侵略戦争を必ずや阻止する」と高らかに宣言した。 
 


